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施策達成状況の説明

フルコスト
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27,666

決算
（単位:千円）
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0

内
訳

施策 1304 畜産業の振興 施策推進担当部 産業振興部

H29目標値 H30目標値

H29実績値 H30実績値

基準値
（H26）

H28目標値

H28実績値

施策の方針
優良畜産物の安定生産を図るとともに、家畜伝染病の発生防止や早期発見のための取組により畜産環境
の向上に努める。また、公共牧場の有効利用を推進する。

基本計画における目標値

平成 29 年度 施策評価表

単位
H28年度

達成率 進捗率H31実績値 H32実績値
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国庫支出金
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予算 見込
特記事項

-

-13,250

55,473

H30年度

390

0

0

42,223

590

指標名

畜産物の年間産出額

公共牧場の１日当りの平均収容頭数

130403 公共牧場の有効利用

畜産農家の経営力の向上を図るため、公共牧場を有効活用し、農家の労力の軽減や
優良な乳用牛・肉用牛の育成に取り組みます。

130402 防疫体制の強化

口蹄疫など家畜伝染病の発生防止や早期発見のため、自衛防疫の啓発に努めます。
また、獣医師による農家への定期的な巡回などにより、家畜伝染病に関する迅速か
つ適切な情報伝達を行うことで、防疫体制の強化を図ります。

施策の概要

130401 優良畜産物の安定生産

優良畜産物を安定的に生産するため、優良素畜の導入を計画的に行うとともに、繁
殖技術や飼養技術の向上を図ります。
また、関係機関と連携して、知名度向上や販路拡大に取り組みます。

④

40,960

0

県支出金

地方債

4,264

31,591

その他

一般財源

①畜産物の年間産出額は、１年を通して肉用牛子牛相場及び枝肉相場がそれぞれ高値で取引されたことや出荷頭数の増頭などにより、
基準年と比較し８３千万円の増となった。
②公共牧場の１日当たりの平均収容頭数は、乳用牛の預託頭数は減少したものの、今年度から実施している「にこにこ畜産経営事業」
を活用した肉用牛の増頭により、基準年からは４頭減少しているものの、前年度からは１頭増加した。



【ＣＨＥＣＫ（評価）】

【ＡＣＴＩＯＮ（改善・改革）】

平成30年度新規事業

【評価調整委員会意見】

【最終評価（都市経営戦略会議）】

≪特記事項≫
施策の概要「優良畜産物の安定生産」に関連する「長崎和牛優良素牛導入事業」について、下記の意見を付す。
下記について検討の上、二役と協議し、承認を受けること。
・日本一を目指すため、もっと踏み込んだ支援を検討すること。
・技術を共有し、畜産農家全体の底上げにつながる方策を検討すること。

①優良畜産物の安定生産については、その基盤強化策として、にこにこ畜産経営事業を実施し優良素畜の導入を支援してい
る。
畜産農家の減少はあるものの、今後も継続して支援していく必要がある。
②防疫体制の強化については、にこにこ畜産経営事業の実施による鳥インフルエンザ対策等の支援のほか、所管する家畜診
療所と連携した防疫体制の構築を継続していく必要がある。
③公共牧場の有効利用については、老朽化した牧場施設の補修を計画的に実施する必要がある。
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①優良畜産物の安定生産については、市内の肉用牛農家が全国和牛能力共進会への代表牛を出品するほか、子牛生産農家も
九州地区や県内での共進会において受賞するなど、一定の成果がみえてきている。今後も継続して支援していく。
②防疫体制の強化については、鳥インフルエンザ対策等のほか継続して支援していく。
③公共牧場の有効利用については、牧場施設の補修を計画的に進めることのほか、牧場の利用者協議会などと意見交換を図
りながら有効利用を図る。

事業名（仮称） 担当課 対象・事業概要など
H30年度見込

事業費
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評価調整委員会意見のとおり

≪特記事項≫

2 見直しが必要

1

0


